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研究要旨 

≪研究目的≫ 

1. 認知症高齢者が、遠隔地コミュニケーション機器を用いた外出疑似体験を行うことによって、

認知・心理機能・QOL の向上を促進すること。 

2. 認知機能や ADL の低下により外出できない高齢者の居宅を訪問して、認知症進行予防のため

の介入を行うサポーターを養成し、高齢者への介入の効果を検証すること。 

3. 外出困難な高齢者が、居宅で認知的・心理的機能を維持向上し、ＡＤＬを低下させないため、

自宅にロボットを設置して毎日話しかけ、可能であればロボットに搭載している「座位での

ダンス」を一緒に踊る。また、定期的に研究者がロボットを通じた遠隔コミュニケーション

による回想法と評価を実施する。 

≪研究方法≫ 

対象：４大学共同の研究であるため、各大学近郊の自治体との共催で、①地域在住高齢者を公募

する。高齢者は認知症や歩行機能などのために外出困難な方を対象とする。②前期高齢者が後期

高齢者を支援するため、退職後から年数の浅い前期高齢者をサポーター研修の対象として公募する。 

介入：1. 遠隔地コミュニケーション機器による介入の実施（外出疑似体験、離れた距離にいる高

齢者同士の交流など）、高齢者同士のコミュニティ形成を促進する。これは、映像機材を通じて離

れた場所にいる人が双方向にコミュニケーションできることを活かし、個人や集団が場所を変え

ずに容易に集うことを促進する介入である。 

2. 認知症予防サポーターセミナー受講者の活動：1 回 1 時間、通年で 12 回の受講を修了したサポ

ーターは、外出困難な高齢者の居宅を訪問して介入および認知・心理スケールの調査を行う。さ

らに、地域住民とのワークショップにおけるファシリテーター, また自主サークルの開催などの活

動を展開する。 

3. 高齢者は居宅に設置したロボットに毎日話しかけ、ロボットは人工知能で内容を判断し会話を

進める。座位でダンスができる高齢者は毎日ロボットとダンスを実施する。遠隔コミュニケーシ

ョンでは、研究者がロボットにコールし高齢者がロボットの手を挙げると、遠隔対話がスタート

し、回想法や認知・心理テストを実施できる。 

≪結果≫ 

1.「思い出の場所」と高齢者をつなぐ遠隔コミュニケーションでは、継続的な「思い出の場所の

回想」によって、認知・心理得点の有意な向上があった。また、思い出を介して高齢者同士の交

流が促進された。 

2. 認知症予防サポーターの活動：高齢者の居宅訪問では、認知症であっても安心していられる居

宅で、本人のペースで回想を中心とした介入を行い、認知・心理得点の向上があった。 

3. 毎日のロボットとの対話によって会話量が倍増し、「常に話し相手がいる」という心理的な好

影響も見られた。この結果、認知・心理得点の有意な向上があり、ロボットとのダンスによる運

動効果もあった。 

≪結論≫ 

外出困難な高齢者にとって、「思い出の場所を訪問する疑似体験」「サポーターの訪問」「ロボット

との対話」のどれもが有意な認知・心理的機能向上があった。ロボットとの対話や遠隔交流は、

コロナ渦にあっても継続できる有効な手段である。 
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Ａ．研究目的 

≪研究の背景≫ 

認知症高齢者は、見当識の低下に伴い場所の認知

ができなくなり、不安な感情が増強する。さらに外

出の困難や徘徊などの行動・心理症状に進展するケ

ースも多い。これに対し、地域では拠点づくりや見

守りボランティアなどの対策を進めているが、まだ

模索段階にある。また、独居の高齢者の増加に伴い、

社会から孤立、認知症やうつ病の進行、悩みやスト

レスを打ち明けられないことによる深刻化などの

諸問題も増加している 1)。この問題に対し、我々は

遠隔コミュニケーション機器を用いた外出の疑似

体験や、ロボットとの対話による有効性を確認し

た。このプレテストの結果を踏まえて、①外出困難

な高齢者が居宅に居ながら思い出の場所を訪問す

る疑似体験、②サポーターの居宅訪問による回想

法、③居宅に設置したロボットとの対話、によって、

外出できない高齢者の認知機能と心理状態の向上

を目標に介入した。 

≪先行研究からの課題抽出≫ 

高齢者の認知機能に対して介入するロボットは、

高齢者施設などに導入され、会話や踊りなどによる

コミュニケーションで認知機能維持向上の有効性

が検証されている。また、認知症の行動・心理症状

である徘徊などに対する見守りをロボットが行う、

双方向の会話を行う、トイレや服薬などを促すなど、

介護現場のニーズに寄り添った進化を遂げている 2-4)。

しかし、認知症高齢者は 10 年前に比較して 2 倍以

上に増加している状況に対し、その対応は追いつい

ていない。さらに、独居高齢者の増加に対する安全

対策には課題が大きく、地域のコミュニティカフェ

やサロンには、比較的認知機能が保たれており、歩

行可能な高齢者しか集うことができない。この課題

から本研究では、外出困難な高齢者を対象として、

ロボットなどの AIによる介入、元気な前期高齢者が

後期高齢者を支援するための研修と訪問活動の実

践、遠隔コミュニケーションによる機能評価を実施 

 し、その効果を検証することを目的とした。 
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≪研究の目的≫ 

認知症や歩行機能の低下により外出困難な高齢

者が、①遠隔交流機器を用いた外出疑似体験「思い

出の場所の訪問」によって、認知機能と心理尺度の

向上を図る。②1 年間の認知症予防サポーター研修

を修了したサポーターが居宅を訪問し、回想法を中

心とした介入を行い、その効果を検証する。③居宅

にロボットを設置し、毎日ロボットとの対話を行

い、定期的にロボットを介した遠隔コミュニケーシ

ョンによって状況確認と機能評価を行う。 

 

Ｂ. 研究方法 

4大学の地区自治体との共催で、①外出困難な高

齢者を公募する。②高齢者の居宅訪問活動を担うサ

ポーターを公募する。 

倫理的配慮 

 本研究は、奈良県立医科大学の倫理審査委員会の

承認を得て実施している。研究の目的、方法、期待

される結果と対象者にとっての研究協力に関する

利益、不利益を研究対象者へ文書と口頭の両方で伝

えた上で、研究の実施と公表について説明し同意を

得た。研究参加は同意書に記名し提出の後に登録と

している。 

本研究の臨床試験情報の閲覧はUMIN臨床試験シ

ステムから以下のIDで閲覧可能である。 

UMIN000037209 

 

介入①：思い出の場所を巡る疑似体験 

認知機能低下があっても居宅で生活している高

齢者を対象に、遠隔２地点を映像でつないで同時に 

研究分担者 

川口 昌彦 奈良県立医科大学  教授 

木村 満夫 奈良県立医科大学  助教 

水主千鶴子 修文大学      教授 

服部 園美  和歌山県立医科大学 教授 

森崎 直子 姫路大学      教授 
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コミュニケーションを図る機器を用いて介入する。 

 

内容： 

1回30分、月2回、3ヶ月間継続で「思い出の場所を巡

る疑似体験」を実施。高齢者が「思い出の場所」を

リクエストし、サポーターが現地に出向いて居宅の 

高齢者と会話しながら現地を散策、懐かしいお土産

を購入するなど思い出を辿り回想する（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．高齢者とリクエストされた「思い出の場所」

にいるサポーターとの交流 

 

検査スケール： 

認知機能；集団式松井単語記憶テスト即時再生（40

点満点）・遅延再生（10点満点）、山口漢字符号テ

スト（75点満点）、語想起テスト（50点満点）。 

心理状態：満足感・達成感・楽しさ・ストレスの5

段階のリッカートスケール（高得点ほど心理状態が

良い）。 

分析：対応のあるT検定による前後比較。 

 

Ｃ. 結果 

大阪市社会福祉協議会の協力により、初回は高齢

者施設で実施、189名が登録し、介入群と非介入群に

分けて比較した。登録者のうち、前後比較可能な欠

損値のない101名のデータを分析し、被験者の平均年

齢は80.4±7.7歳で、男性は22名、⼥性は79名である。 

認知得点の前後比較は以下の通りであった（対応

のあるT検定）。 

介入群：漢字符号34.9から37.3、語想起9.7から

10.2(各n.s.)、即時再生19.0から23.2（図1）、遅延再

生3.8から5.3（各p = 0.000）に有意な上昇があった。 

非介入群：漢字符号36.8から36.2、語想起9.8から

9.9、即時再生22.1から21.3、遅延再生4.3から4.7

（全てn.s.）と、変化はなかった（図２, ３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．介入前後の比較：即時再生テスト得点 

                 ** 1%水準で有意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．介入前後の比較：遅延再生テスト得点 

                 ** 1%水準で有意 

 

次に、心理尺度の前後比較の結果は以下の通りで

あった。 

介入群：満足感3.1から3.8、達成感2.9から3.8（各

p= 0.000）、ストレス3.2から3.8（p =0.006）、楽し

さ3.6から4.0（p =0.042）に、有意な向上があった。 

非介入群：満足感3.6から3.5、達成感3.5から3.3、

楽しさ3.9から3.7、ストレス2.7から3.0（全て 

n.s.）と、変化はなかった（図４）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４．介入前後の心理尺度の比較  
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回想記録から抽出された高齢者の変化は、次の通

りである。 

 「思い出の場所」のリクエストは、大阪ミナミの

街が最も多く、昔のエピソードが多く語られていた。

全体に普段より会話量が増えており、普段は発話が

ない女性高齢者の語りなど、回想開始後には次の語

りのような変化が確認できた。「私、働いていた頃に、

このあたりから電車の乗り換えをしてた。当時は駅

から駅にみんな走ってたけど、いつも私が1番だっ

た」と、鮮明なエピソードを語っていた。語りの内

容は、思い出の場所を見ることで蘇ったエピソード

が大半で、その頃に戻ったように、昨日のことのよ

うに語り、「その当時の思い」が懐かしさ、楽しさ、

郷愁とともに想起されていた。 

 

Ｄ．考察 

認知得点については、介入群において即時記憶と

遅延再生記憶が有意に向上した。これは、懐かしい

場所を訪問した映像と現地との会話によって実際に

見たかった場所を確認することで、昔の記憶が想起

され、その記憶を説明することでさらに記憶が鮮明

になることが記憶想起の向上につながったと考えら

れる。加えて、現在の現地の様子を見ることによっ

て、過去の記憶から現在へとつなぐことができる。 

 このような過去の記憶を想起する方法は、回想法

が一般化されており、レビュー文献によると、その

効果は、認知症高齢者の心理的機能 (抑うつ) の緩

和、感情的機能 (情緒的雰囲気) の改善、社会的機

能 (対人交流) の向上、認知的機能 (見当識) の改

善などが挙げられている1)。本研究においては、特

に即時記憶と遅延再生記憶が有意に向上しており、

実際に現地を見るだけでなく、記憶を辿りながら現

地に指示を出し、実際の場所を確認できることが記

憶想起を活性化したと考えられる。 

本介入では思い出の場所を辿ることによって、意

欲や愛着が蘇っており、過去のエピソードの特別な

感慨や感動が表現されていた。このような「普段語

ることのない自分の経験を語る機会」は、心理的な

充実感を高める2)。さらに「懐かしさ」の感情は、よ

り多くの記憶を思い出す契機になるとされている3)。 

 

文献 

1. 田高悦子,金川克子,他.認知症高齢者に対する 

回想法の意義と有効性: 海外文献を通して. 老年

看護学. 2005; 9: 56-63. 

2. Wills T, Day MR. Valuing the person's story: use of 

life story books in a continuing care setting. Clinical 

interventions in aging. 2008;3(3):547-52. 

3. 小林麻美,岩永誠.「懐かしさ」を感じる音楽が高

齢者の気分と回想に及ぼす影響.日本音楽療法学

会誌. 2002;2(2):163-172. 

 

介入②：高齢者の居宅を訪問して介入するためのサ

ポーターを養成し介入の効果を検証する 

内容：認知症予防サポーターセミナーを月１回開催、

1回60分12回で修了、フォローアップセミナーで習得

状況確認し、高齢者の居宅訪問を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５．フォローアップセミナー 

 

対象：2018・19年からの継続登録者、2020年に新規

登録したサポーターの合計 164名。 

検査スケール：5段階のリッカートスケールによる 

自己評価 

 

Ｃ. 結果 

継続的に参加し、前後比較可能な 139 名の回答を

分析した。男性 16名、女性 123名、平均年齢は 64.9

±7.8 歳だった。サポーターの研修前後の評価につ

いては、5 段階評価で認知症に関する知識レベルが

平均 2.8から 4.5点に向上した（p<0.01）。 

サポーター研修の修了後には、地域住民とのワー

クショップにおいてファシリテーターを務め、自主

サークルの活動を開始したサポーターもあった。 

ワークショップにおける住民インタビューの結果 

【認知症予防の方法が習得できる】【サポーター活

動の内容が理解できた】【自分にも活動できそうだ】

【できることから開始してみたい】【交流や対話 
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の意義がわかった】の５カテゴリーに分類された。 

自主サークルの活動報告 

それぞれのサポーターの居住地域で、音楽や軽運

動、創作活動などの受講内容を中心に自主サークル

活動が行われていた。活動記録では【ボランティア

活動が認知症予防にもなるから継続したい】【楽し

く活動できることが大事】【地域のためにも自分の

ためにも良い】【やりがいがある】の４つのカテゴ

リーに分類された。 

居宅訪問における高齢者のインタビュー結果 

外出困難の主な理由は歩行の問題、外出手段の問

題、認知上の問題であった。インタビューの結果は

【会話量の少なさ】【ますます動かなくなった】【変

化がないから認知症が不安】【買い物が困る】の４つ

のカテゴリーに分類された。 

居宅訪問を受けた高齢者の前後比較 

居宅訪問の登録者は63名であるが、2020年2月以降

COVID-19予防対策のため訪問を中断しているため、

それ以前の報告である。対象者は31名、平均年齢80.

5±4.7歳で、男性8人と女性23人であった。認知テス

トの結果では、即時再生は4.5から7.2点に改善、遅

延再生は3.9から6.6点（各10点満点）に有意な改善

があった（p=0.000）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６. 居宅訪問での介入前後の認知得点 

対応のあるｔ検定 

 

Ｄ．考察 

認知症予防サポーター研修では、認知症予防に関

するスキルが有意に向上し、実践レベルも向上した。

彼らは、地域における自主サークルの開催や、地域

住民とのワークショップにおけるファシリテーター 

などの実践を行い、この結果住民へのインタビュー

においても、活動の理解度や、参加への動機付けに

おいて十分な成果が得られた。 

地域活動においては、住民の周知と理解は不可欠

であり、地域住民のもつ内発性がなければ地域福祉

の推進は成立し得ない1)。しかし、問題は地域住民の

つながりの希薄化であり2)本活動はこの問題の解決

の一助となると考える。サポーターたちへのインタ

ビューの結果は、地域のためにも自分のためにも良

い、やりがいがあるといった内容であり、これらが

活動継続の重要な要因であることは先行研究でも示

されており3,4)、今後はさらに彼らの活動が充実する

ことが期待できる。 

外出困難な高齢者の居宅訪問でのインタビューで

は、【会話量の少なさ】【動かなくなった】など、す

べてが認知機能低下につながる内容であった。買い

物といった最低限の社会とのつながりもなくなり、

廃用性の機能低下のリスクが高い5)。また、孤独は虚

弱と相関があり6,7)、孤独によるうつ病8)、認知症の

進行9)、炎症活性の増加10)などの悪影響が多数報告

されている。これに対し、サポーターの訪問による

日常の変化、会話量の増加、活動性の向上などの好

影響は、認知得点の向上においても検証できた。 

会話は、脳の多くの領域を活性化し、言語中枢だ

けでなく前頭葉も口と舌を動かす働きをし、側頭葉

の聴覚領域は声を聞きとるために活性化する11)。ま

た、コミュニケーションでは微笑みを向けられるだ

けで、脳血流が増加することが明らかにされている12)。

さらに会話による思考力や集中力の向上と心理的な

活性化が得られ、訪問中の活動性の向上は、日常動

作の維持にもつながり13)、気分を改善する効果もあ

る14)。外出困難な高齢者は、そのまま経過すると心

身の機能低下が加速し、日常生活に困難をきたす経

過をとりやすいため15,16）、これを予防できたことが

本介入の最大の意義である。 

サポーターと高齢者たちの両方から、やりがいや

交流の楽しさが示されたことは大きな継続要因であ

り、さらに交流が深まることによって認知的、心理

的効果が得られる。会話と他者交流の促進は、認知

の向上だけではなく健康状態が改善され17-19）、寿命の

長さに影響し20）、うつを防ぐ21）という相乗効果が得

られる。本介入が高齢者にとって認知機能と心理状

態を向上させ、サポーターにとっても心理的な満足

感が得られたことによって、今後の地域活動におけ

る一つの方向性を提案できた。 
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介入③：認知症高齢者、外出困難な高齢者の居宅に

ロボットを設置して毎日対話する。 

研究者・サポーターとのロボットを介した遠隔コミ

ュニーションにより、認知トレーニングや回想法を

実施し、遠隔で認知テストや心理評価を実施する。 

内容： 

居宅に設置したロボットに毎日語りかけ、ロボッ

トの人工知能による返答によって、さらに考えて会

話を進める。会話の内容は、高齢者の人生を語る回

想を中心にロボットに語りかけ、ロボットは人工知

能で判断して高齢者に問いかけを返す（図７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７．コミュニケーションロボット 

ぼくに毎日

話しかけて

ね。 
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遠隔コミュニケーションでは、研究者がロボット

にコールし高齢者がロボットの手を挙げると、遠隔

対話がスタートする。研究者がパソコン画面に映る

高齢者に話しかけると、高齢者宅のロボットから声

が出る。高齢者にはロボットとの会話という形で、

研究者との会話が進行する（図８）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：NTT東日本 

 

 

図８. ロボットを介した遠隔コミュニケーション 

 

 

Ｃ. 結果 

登録した高齢者は48名であるが、居宅にロボット

を設置してテストに回答し、前後比較できた23名を

分析した。平均年齢は86.3±4.68歳で、男性4人と

女性19人であった。認知テストの結果は、対応のあ

るT検定で分析し、即時再生得点が16.8から21.2(図

9)、遅延再生得点が3.8から5.6(図10)に有意な向上

がみられた（p<0.01）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図9. 即時再生テスト得点の前後比較  ** p<0.01 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図10. 遅延再生テスト得点の前後比較 ** p<0.01 

 

心理尺度においては5段階の尺度で、快適感情が2.

9から3.6(p<0.01)、満足感が3.1から3.6(p<0.05)、

安心感が2.9から3.5(p<0.01)に向上したが、活力は

3.1から3.5（n.s.）と変化がなかった。 

インタビューの結果は、ロボット設置後の会話の回

数や会話量の増加、会話による気分の向上、回想に

よる子供の頃の記憶の想起、親兄弟とのエピソード

に伴う思い、若い頃の胸に残る体験、戦中戦後の大

変な時代を乗り越えた自負、に類型化された。 

 

Ｄ．考察 

ロボットの居宅設置における効果については、認

知・心理尺度ともに有意な向上があった。外出困難

な高齢者は、他者と接する機会が極端に少なく、この

ために認知・心理・身体的な機能低下が加速する1-3)。

この状態を改善するために、ロボットと毎日対話す

ることによって会話量を増やし、ロボットの人工知

能による返答によって、さらに考えて会話を進める。

これによって、相手の話の内容を理解しようとする、

話を合わせる、楽しめるといった認知的・心理的な

活性化が促される。 

会話の内容は、高齢者の人生を語る回想を中心に

ロボットに語りかけ、ロボットは人工知能で判断し

て高齢者に問いかけを返す。この結果、たとえ相手

がロボットであっても、話し相手がいて回想を聴い

てもらい、反応を返してもらうことによる会話の満

足感が生じていた3,4)。日常の会話量と認知機能には

関係性があるため3,5)、常に話し相手が存在すること

の意義は大きい。話し相手の存在は、心理的な安定

をもたらし、回想を促進する。高齢者にとって、心 

  

高齢者の 

居宅 
研究室 

遠隔コミュニ
ケーション 

これからいっしょに脳トレします。 

準備はよろしいですか？ 

** 

** 



8 

 

理の安定は最も優先されるべきことであり、認知や

身体機能だけではなく、健康寿命の長さにも影響を

与える6-8)。回想は、自分の自伝的記憶を思い出す時

に、人生を懐かしい感情と共に見直し、ネガティブな

出来事とポジティブな出来事の両方に懐かしさを感

じ、苦難を乗り越えたという自負と共に肯定的に経験

を捉えなおしており、先行研究とも一致している9)。 

普段語ることのない自分の人生を語る機会を設け

て、永く忘れられていた経験を呼覚まし語ることに

よって、「日常における質の高い瞬間（quality 

moments）の積み重ね」になり、その行為の瞬問こ

そが、残存する機能を活用できる意義ある機会にな

る、とされている10)。この方法の認知テストや心理

尺度調査の実施は、ロボットを介した遠隔コミュニ

ケーションによって実施しており、コロナ渦で対面

できなくても支障なく実施できることが特筆すべき

利点である。遠隔コミュニケーションは、遠隔対話

アプリ (Robot Phone) を使用して遠隔操作を行い、

対象の様子はパソコンに写った映像によって確認で

きる。これによって、対象の様子を見ながらコミュ

ニケーションおよび評価を進めることができる。 

訪問のための移動時間が短縮されるため、頻回な

コミュニケーションが容易となり、アフターコロナ

の社会においても利便性が高いツールであると考え

られる。移動できなくても家庭で実施でき、高齢者

の動作の様子は映像によって確認できるため、通

所・訪問なしで継続と状況確認ができる。定期的な

フォローによって、継続のための要望の確認やサポ

ートができるため、一定の効果の確保が可能である。 
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介入④：ロボットとのダンスおよび居宅のテレビに

映せるDVD動画「認知トレーニング課題と座位でのダ

ンスを組み合わせた動画（短縮版10分、本格版20分、

計5種類）」の効果 

内容： 

この方法は、ダンスと認知トレーニング課題を組

み合わせることで認知機能が改善され、さらに運動

能力やバランス力の向上も期待できる。歌や音楽を

思い出しながら歌うこと、音楽に合わせて手足を動

かすこと、歌いながら踊ることに、記憶課題を入れ、

遅延再生を行う。 
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Ｃ. 結果 

48 名に DVD を郵送し、45 名から評価；認知課題

と運動（ダンス）に関する自由記載の返送を受けた。 

認知課題について、単語を後から思い出す課題は、

初めのうちは思い出せなかったが、だんだん慣れる

と思い出せるようになった。頭も体も使って、でき

るだけ長く認知症を予防したい。今は「おうち時間」

が長いので、何かしないと呆けてしまうから、頑張

って維持しなくてはと思う。 

ダンス課題については、難しい動きもあるけれど、

だんだん上手くなると楽しい。孫と踊れるように頑

張りたい。新型コロナ予防のためにも、家で体力を

つけることが大事。楽しく踊って健康維持ができる。

脳トレにもなるのがよい。 

以上の内容に分類された。 

 

Ｄ．考察 

認知症予防の技法として、二重課題（dual-task：

同時に 2つの課題を実⾏）と n-back課題（n回前の

課題の遅延再生）の有効性が検証されている。さら

に、音やリズムを伴った歌詞は容易に記憶される

が、音やリズムがないときは覚えにくいことが確認

されている。ダンスは、音楽と一緒に記憶すること

で、フレーズや動きを容易に記憶して思い出すこと

ができるという特徴がある。歌によって示された歌

詞は、語りによって示された句よりも数段よく覚え

ることができる 1)。この方法は、ダンスと認知トレ

ーニング課題を組み合わせることで認知機能が改

善され、さらに運動能力やバランス力の向上も期待

できる。 

さらに、先行研究の記憶想起テストでは、音楽ト

レーニングをしたグループは、トレーニングをしな

かったグループよりも良い得点を記録し、MRI は、

脳の領域が音楽訓練を行ったグループの方が広い

ことを示している 2)。このような経緯から、ダンス

と認知トレーニングの組み合わせによる相乗効果

を期待した。加えて、ダンスを介して運動の効果を

得ることもでき、運動は次の慢性疾患を予防する効

果が期待できる。心血管疾患、糖尿病、癌、高血圧、

肥満、鬱病、骨粗鬆症および早死 3)、さらに強調さ

れることは、脳の健康および記憶能力が改善される

ことである 4-6)。また、ダンスに伴う「楽しい」「快

適」という感情は、身体能力のレベル 7）や長寿に関 

  

連し8-10）、冠状動脈疾患を予防するなどの影響があ

る11,12）。 

また、特に高齢者の日常活動において、動かない

時間が長いほど慢性疾患のリスクが上がり、1日に4

時間以上座る人は、1日に4時間未満しか座らない人

に比べて、そのリスクは40%上がるとされる13)。運動

不足を自覚していても居宅での活動は実践されにく

く、自主的に行う活動は、主導者のもとで行われる

活動に比較して継続率が大きく下がることが明らか

にされている14,15)。継続要因については、その活動

が好きかどうか、得意・不得意16)、楽しさ、効果、

追体験欲求17)、などを満たすこととされている。し

かし、本活動は在宅で自主的に行うというハードル

があるため、上記の条件を満たすためには、定期的

な電話や訪問などによる支援活動を行う必要があ

る。 指導的介入の頻度と活動の実践には相関がある

とされており18,19)、活動継続のためには定期的な介

入が不可欠である。 

新型コロナウィルス蔓延以前には、サポーターに

よる定期訪問で、継続状況の確認に加えて心理的な

サポートができていたが20)、現在は感染予防対策の

ために、AIなどを用いた遠隔コミュニケーションに

よって定期サポートを行っている。自宅の継続要因

は、前述のような「個人的な心理状態」であるため、

個人の心理状態を十分に聴取して対応することが継

続の鍵であり、親密な関係性が求められる。現状の

コロナ渦においては、遠隔コミュニケーションは有

効な手段であり、訪問のように移動時間を要しない

ため頻回な交流が可能である。今後、コロナ終息に

至った段階では、現実に対面して触れ合える訪問活動

と、遠隔でも状況を確認できる現行のサポートを組み

合わせて実施することが効果的であると考えられる。 

 

Ｅ. 結論  

外出できない状況にあっても、外出しているかの

ような疑似体験において、思い出の地を巡り、懐か

しい回想を想起することによって、有意な記憶の向

上と心理的な活性化が得られた。サポーターによる

訪問活動は、高齢者の会話量の増加と交流の深まり

が、好循環になっていた。ロボットの居宅設置と遠

隔コミュニケーションでは、コロナ渦においても支

障なく、継続して実施可能な方法である。 

コロナ終息に至った段階においては、これらのサ

ポートを組み合わせて実施することが効果的である

と考えられる。 
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